
②待機児童対策 

③障がい児保育のための保育士雇用費用の助成

①子育て世帯の費用負担軽減

医療福祉費支給制度「マル福」

小規模保育施設が平成30年4月1日開園

（仮）こばと夢ナーサリー

障がい児保育事業補助金　1月あたり72,000円の助成

【支給援助費】 学用品および通学用品費／新入学児童生徒学用品費

学校給食費／校外活動費（日帰り・宿泊）／修学旅行費／ PTA会費／医療費

●保育園・幼稚園の利用者負担額の引き下げ

●多子世帯の保育料軽減補助金の交付（世帯収入約640万円

　未満、3歳未満の第2子の保育料半額に、第3子を無償化に）

平成28年10月から、小児の対象を牛久市独自に

高校生相当まで拡大しました。

小中学校・中等教育学校前期課程に在学する児童

生徒がいる保護者で、牛久市に住民票があり、経済

的に困難な状況にある方への支援です。

保育環境の整備

就学援助制度

各種問い合わせ先

◆医療福祉費支給制度「マル福」について

　医療年金課☎内線1721

◆子育て広場について

　こども家庭課☎内線1732

◆産後ケア事業について

◆子育て世代包括支援センター「すまいる」について

◆予防接種事業について

　健康づくり推進課☎内線1746

◆保育環境の整備について

　保育課☎内線1761

◆就学援助制度について

　教育総務課☎内線3014

特集
　
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　医療福祉費支給制度は、ひとり親家庭や障がい者、乳

幼児、小児、妊産婦などが保険診療を受けた時に、病院

や調剤薬局に支払う一部負担金を助成する制度です。こ

の制度には、所得に応じて茨城県との共同助成と牛久市

独自の助成があります。牛久市

では、乳幼児・小児・妊産婦で

県制度の所得基準を超える方

についての所得制限撤廃や、高

校生相当年齢までの助成対象

の拡大などを行っています。

　例えば入学時に必要となる制服や学用品を揃えるための新入学用品費

は、平成30年度入学者分より、入学前の2月末から3月の支給になります。

ご希望の方は教育総務課までご相談ください。また、小・中学校にすでに

在学している児童生徒については各学校への申請となります。

Mさん親子

斎藤さん親子
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産後ケア事業

予防接種事業

子育て世代包括支援センター「すまいる」

　妊娠・出産・子育てに関

わるご本人、ご家族すべて

の方が気軽に利用できる場

です（保健センター内）。

　さまざまなイベント、各種相談事業も充実。市

内の保育園や幼稚園の情報提供も行っています。

予防接種法に基づく予防接種のほか、法対象外

の任意接種を市独自で助成しています。

保育士や幼稚園教諭の資格を

持つ「子育てアドバイザー」が常駐しています。

子育て広場

妊娠期からお子さんが18歳ま

での牛久市の子育て支援サー

ビスがひと目でわかります

（子ども家庭課や総合窓口、ボラ

ンティアセンターなどに設置）。

牛久市の子育て

支援情報を年齢別

やシーン別で探す

ことができます。

子育てポケットガイド子育てポケットガイド

子育て情報サイト子育て情報サイト

予防接種法に基づく予防接種の種類と回数

①ヒブ（4回） ②小児肺炎球菌（4回） ③B型肝炎（3回） ④4種混合（4回）

（ポリオ・百日咳・ジフテリア・破傷風） ⑤BCG（1回） ⑥水ぼうそう（2回） 

⑦麻しん風しん混合（2回） ⑧日本脳炎（4回） ⑨二種混合（1回）

（ジフテリア・破傷風） ⑩子宮頸がん予防（3回） ⑪高齢者肺炎

球菌（1回）  ⑫高齢者インフルエンザ（毎年1回）

牛久市独自で実施する任意の予防接種の種類と回数

①ロタ（2～3回） ②おたふくかぜ（1回）

対 象 者

ケア内容

出産後おおむね4カ月までの母親

宿泊・通所　あわせて5回以内

産後の体調回復や育児不安等があり、休養や栄養、

育児について保健指導が必要と認められる方

母親の母体管理・生活指導・乳房管理

沐浴・授乳等の育児指導、母子に必要な保健指導など

高
橋
さ
ん
親
子

貝沢さん親子

石橋さん親子

☎870-5657（平日午前8時30分～午後5時15分）

委託医療機関／つくばセントラル病院、椎名産婦人科

利用者自己負担金

非課税世帯は無料（全額公費負担）

宿泊／1泊5,000円　通所／1日2,500円

一人あたりの公費負担額

14種類33回分／327,420円

保健師が様々な相談に応じる相談窓口です。

育児に不安があったり、家族の手助けが

得られない環境の母親を支援します。

◆すくすく広場（上柏田3-48-1）☎872-2581
◆のびのび広場（女化町859-3牛久市総合福祉

　センター内）☎871-7251

◆にこにこ広場（さくら台2-8-8）☎871-4167

◆リフレ（ひたち野東1-33-6ひたち野リフレビル4階）

◆牛久運動公園（下根町1400牛久運動公園2階スタジオ）

◆田宮（田宮町366-1田宮地区広場会議室）

妊娠期からお子
さんが 1 歳になるま

での様々な情報をまと
めた小冊子を母子
健康手帳交付時

に配布

直通
電話

www.city.ushiku.lg.jp/kosodate/

子育て広

場をよく利用して

います。子どもたちも

楽しんでいます。牛久

市は保育園数が多い

のも魅力です！

常
設
広
場

出
張
広
場
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